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□人権・行政・心配ごと相談
　５日（木）・１９日（木）
　場　所：中央公民館本館
　時　間：午前９時３０分～午前１１時３０分
　※　電話での相談も受け付けます。
□無料法律相談（事前に予約が必要）
　１９日（木）
　場　所：中央公民館本館
　時　間：午後１時～午後４時
□問い合わせ先
　住民福祉課�（４８）１１１１（内３０１）

4月の相談 4月の相談 
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４月５日（木）
場　所　中央公民館本館
時　間　午後１時３０分～午後４時３０分
　NPO法人知多地域成年後見セン
ターでは、成年後見制度巡回相談（事
前に予約が必要）を毎月行っています。
□問い合わせ先
　半田後見事務所（半田市福祉文化会
館内）　�（２１）０８１１
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◇事例（８０代女性）
　１０年前に母が出資法商法にだまされ、３００万円投資しました。最近、
その社長から母に電話があり「３００万円のうち、２４０万円返すことが
できる。明日、会いたい。あなただけに話がしたいから、誰にも連
絡しないで」と言われたそうです。母は一人暮らしです。このよう
な話を信じてよいのでしょうか。
　詐欺的商法の二次被害と思われます。返金されることはほとんど
なく、逆にお金を請求される可能性が高いので、絶対に会わない方
がいいと助言しました。来訪は断り、強引なことがあれば警察にも
相談するように伝えました。
・　巧みな誘いや強引な勧誘で、高齢者を狙う事業者がいます。契
約をする意思がなく迷惑に感じたら、曖昧な返事をしないできっ
ぱりと断りましょう。

・　過去に未公開株や社債などを購入したことのある人を狙い、業
者は執拗に勧誘してきます。「損失を少しでも取り戻したい」と
いう気持ちにつけこんできますので、「過去の損失を取り戻せる」
などと言われても「今度は大丈夫」と油断しないことが大切です。

・　電話勧誘販売は、特定商取引に関する法律で規制されています。
契約日を含め８日以内であれば、無条件解除（クーリングオフ）
することができます。

◎　消費生活相談（無料）を行います。ご利用ください。
　□日　時　４月１１日（水）（毎月第２水曜日）
　　　　　　午前１０時～正午、午後１時～午後４時
　□場　所　中央公民館本館２０５号室
　□問い合わせ先　産業課　�(４８)１１１１（内２３４）
※　知多県民生活プラザでも消費生活相談を行っています。
　月曜日～金曜日　午前９時～午後４時３０分　�(２３)３３００

シリーズ　消費生活相談�
｢二次被害に関する｣相談�
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平
成
二
十
四
年
度
の
高
齢
者
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
券
を
四
月
二
日（
月
）か
ら
交
付

し
ま
す
。
対
象
は
、
満
七
十
歳
以
上
の
方

で
す
。

　

介
護
保
険
係
の
窓
口
に
次
の
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
継
続
の
方

　

証
明
書
（
助
成
券
登
録
時
に
作
成
し
た

も
の
）、印
鑑

◎
新
規
の
方

　

本
人
の
写
真
（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

横
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）、印
鑑
、
生

年
月
日
の
分
か
る
も
の（
免
許
証
な
ど
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
介
護
保
険
係　

�（
４
８
）１
１

１
１
（
内
２
２
８
・
２
９
０
）
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町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る

義
援
金
の
受
付
期
間
を
九
月
二
十
八
日

（
金
）ま
で
延
長
し
ま
す
。
当
初
は
三
月
三

十
日（
金
）ま
で
の
予
定
で
し
た
が
、
義
援

金
の
申
し
出
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
期
間
延
長
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日
に
受
け
付

け
を
開
始
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
義
援

金
が
町
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
を
通
じ
て
被

災
地
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�平
成
二
十
四
年
南
部
学
区
厄
歳
一
同　

様

　

南
部
小
学
校
へ
百
葉
箱
を
一
台
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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